
Ⅰ．はじめに

　近年，森林所有者の林業に対する関心の低下，川下での大規模

な国産材加工施設を持つ事業体の増加などに伴い，九州南部を中

心に大面積皆伐が行われ，また造林費用が賄えないために植林が

放棄されている林分が増加している。こうした「未植栽大面積皆

伐地」は森林の多様な機能を低下させるとともに持続的な森林経

営の妨げになる恐れがある。この問題の背景を探り，適切に対応

するためには皆伐地の的確な状況把握が不可欠である。本研究で

は，熊本県が行った皆伐未植栽地調査の結果を基に，皆伐地の地

理的な把握を行った。その情報に森林簿，道路網，地形情報を組

み合わせることにより，皆伐が行われている場所の特徴について

検討を行った。

Ⅱ．対象地および使用データ

　対象地は，熊本県の民有林とした。熊本県では，２００５，２００６年

の２回に渡り，皆伐未植栽地の調査を行っている（以下，基礎資

料と略す）。主な調査項目は，皆伐地の林小班名，所有者の住所，

伐採者の住所，伐採年，再植林（将来の予定を含む）の有無，土

砂流出状況，伐採届けの有無等である。この調査はあくまでも皆

伐後の未植栽地の状況を調べるために行われたものであるので，

既に再植林を行った場所，天然更新した皆伐地については記載さ

れていない。そのため，皆伐年度が古くなるに従って，実際に行

われた皆伐面積より少なくなっている。本報告では，実際に行わ

れた皆伐面積 ･件数に少しでも近づけるため，２００５年１月から

２００６年３月までに皆伐が行われた場所のみを対象とすることとし

た。

　それ以外の資料としては，森林の基本情報として熊本県森林簿

及び森林計画図，標高・傾斜については国土地理院発行の数値地

図５０mメッシュ（標高），道路網については数値地図２５０００空間

データ基盤の一般道（幅員１．５m以上）を使用した。また，基礎

資料をはじめ，すべてのデータをESRI社ArcViewによりデータ

ベース化し，解析を行った。

Ⅲ．結果と考察

�表－１に，計画区別規模別皆伐状況を示す。熊本県には，表－

１に記載されている計画区以外にも天草計画区があるが，基礎資

料にはデータは記載されていない。皆伐件数，面積とも球磨川計

画区が最も多く，それぞれ県全体の６８％，７４％を占めた。１０ha

以上の大規模な皆伐は，３計画区にあり，面積の合計が２３７．７ha

と全体の５１％を占めた。ただし，緑川及び白川・菊池川計画区で

は，１件の１０ha 以上の皆伐を除き，すべて５ ha 未満であった。

�表－２に道路からの距離と皆伐地の関係を示す。道路からの距

離が２０m未満の皆伐件数が４７件（全体の６０％），２６５ha（全体の

５７％）あり，５０m未満まで範囲を広げると，それぞれ全体の７１％，
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表－１．計画区別規模別皆伐状況

合計
皆伐面積

計画区
１０－５－１０３－５１－３０－１

５３７１９６１７４件数
球磨川

３４３．５１４２．１１４１．４２２．４ ３５．２２．４面積

５１０２２０件数
緑川

３７．３２４．６０７．６５．１０面積

２０１００５１４件数
白川・菊池川

８４．２７１．０ ００８．４４．８面積

７８９１９８２４１８件数
全体

４６５．０２３７．７１４１．４３０４８．７７．２面積

（面積の単位は ha）



８２％を占めた。GIS 上で計算を行った皆伐地の道路からの平均距

離は５５mとなり，スギ･ヒノキ人工林（以下，人工林とする）全

体の１２７mと比較して，大幅に短い結果となった。大分県を対象

とした粟生ほか（２００２）の報告では，人工林が平均１９６．１m，皆

伐地は平均１０５．１mとなっており，皆伐地の方が林道からの距離

が短くなる傾向は同様であったが，熊本県ではさらに短い結果と

なった。

�表－３に熊本県人工林の標高・傾斜別面積割合，表－４に皆伐

地の標高・傾斜別面積割合を示す。熊本県の人工林は，標高３００

－６００（m）の区分を中心に９００m未満に全体の９２％がある。平均

値では，人工林が３５２m，皆伐地では３５５mとほとんど差はないが，

皆伐地では，標高３００－６００（m）の区分に６０％と高い割合で集中

していた。

　一方，傾斜をみると，平均値では人工林が１３．５度，皆伐地では

１７．０度となり，皆伐地の方が高い結果となった。特に皆伐地の

４８．２％が傾斜２０－３０（度）の区分にあり，その８６％は球磨川計画

区であった。熊本県内でもっとも林業が盛んな球磨川計画区をみ

ても，人工林は１７．８度，皆伐地は１８．７度と皆伐地の方が，傾斜が

高い結果となった。粟生らの報告では，人工林が１９．５度，皆伐地

が１５．６度とむしろ皆伐地の方が，傾斜が緩やかな傾向であった。

この傾向の違いが，地域性によるものかについては，今回の結果

からは読み取れなかった。

�表－５に皆伐と森林所有者の所在地の関係を示す。同一市郡部

内を在村と考えた場合，森林所有者が不在村の割合は２１．８％であ

るが，皆伐面積に占める不在村の割合は４１．８％と，約２倍となっ

た。

�皆伐後の植栽予定とこれまでの分析因子の関係をみたところ，

皆伐箇所数７８カ所，面積４６５ha の内，人工造林を予定している森

林は，５１カ所，３０４．５ha あり，植栽予定のない皆伐地は，緑川計

画区の１カ所を除き，他はすべて球磨川計画区であること，森林

所有者の在村 ･不在村による再植林の割合に差がないことが明ら

かとなった。

Ⅳ．おわりに

　本研究は，短い期間の皆伐状況について解析を試みたものであ

り，この傾向が例年通りのものかについては今後も調査を行って

いきたい。今回，過去に熊本県を例に解析した報告（野田ほか，

２００３；Noda，２００４）との比較は行わなかった。その理由に，野

田ほか（２００３）の報告では傾斜や林道からの距離といった評価

データに熊本県森林GISに記載されている値を用いたが，それら

の値は小班単位で計算されていないため，筆者が計算した結果と

かなり異なる傾向があったためである。
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表－２．道路からの距離と皆伐地との関係

合計
道路からの距離　（m）

計画区
２００－１００－２００５０－１００２０－５００-２０

５３３５５６３４件数
球磨川

３４３．５１５．１３２．２２５．８ ４３．１２２７．３面積

５２１００２件数
緑川

３７．２６．４２．１００２８．７面積

２０３２２２１１件数
白川・菊池川

８４．２２．１ ０．６０．６７１．６９．３面積

７８８８７８４７件数
全体

４６４．９２３．６３４．９２６．４１１４．７２６５．３面積

( 面積の単位は ha）

表－３．熊本県スギ・ヒノキ林の標高・傾斜別面積割合

傾斜（度）
標高（m）

合計３０－２０－３０１０－２００－１０

３１．７０．６６．０１４．８１０．２ ０－  ３００

３４．０２．２１０．２１２．８８．７３００－  ６００

２６．４２．１６．９７．９９．５６００－  ９００

７．１０．９２．９２．４０．８９００－１２００

０．９０．１０．４０．３０．１１２００－　　

１００．０５．９２６．６３８．２２９．３合計

（表中の単位は％）

表－４．皆伐地の標高・傾斜別面積割合

傾斜（度）
標高（m）

合計３０－２０－３０１０－２００－１０

１７．６０．６ １０．３ ４．４ ２．３  ０－  ３００

６０．１０．０ ３６．０ ２１．４ ２．７ ３００－  ６００

５．８０．５ １．９ ３．５ ０．０ ６００－  ９００

１６．４０．０ ０．０ ０．６ １５．８ ９００－１２００

０．００．０ ０．０ ０．０ ０．０ １２００－　　

１００．０１．１ ４８．２ ２９．９ ２０．８ 合計

（表中の単位は％）

表－５．森林所有者の所在地と皆伐地の面積割合

皆伐地人工林全体森林所有者の所在地

 ５４．７７６．３在　村

３．９９．８同一市郡部外だが県内

不在村 ３７．９１２．０県外

４１．８２１．８不在村合計

３．５１．８不明

（表中の単位は％）


